
事業の計画・内容

■ 直営 □ 指定管理 □ 民間委託等

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円） 修繕料

施設維持管理
警備業務委託
その他

合計（A+B)
③財源内訳 特定財源 国県支出金
（千円） 地方債

受益者負担
その他特財

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

施設の管理・運営

　中学校施設

事業名

基本施策

1000

伊賀市　事務事業評価シート

中学校施設維持管理経費

31

警備業務委託

正規職員     （人） 0.3
活動指標 単位

（委託先：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
根拠法令・要綱等

担当部課名
作成者氏名

設
置
目
的

市内の類似施設

対象等（何を、誰を）

本
年
度
事
業
内
容

１　施設修繕　２消防設備修繕　　３　エレベーター点検　４　冷暖房保守点検　５　非常防災施設等点検　６　自家用電気保安業務　７　浄化槽清
掃点検　８　汚水処理施設維持管理　９　受水層・高架水槽清掃委託　１０　草刈業務委託　１１警備業務委託　ほか

運営主体

細目
細々目

１０１

施設を良好な状態に保ち、教育活動が支障なく行われるとともに、利用者
の安全確保や快適な教育環境の提供が図られる。

成果（どうなるのか）

０３
学校管理経費
施設維持管理経費

教育部教育総務課

33,634 36,300

H17 H18（予算）

0.3

H19（予算）

0.3

4必要性

予算が少ない中、緊急性、重要性を考慮して修繕しているが、安全・安心な学校という観点からみると、あと
２割増の予算が必要。

34,050

効率性

評
価

校区再編を考慮して必要最小限の修繕をしているが、安全面を考えると予算不足である。校区再編が進むにつれて、目標数値が低くなっていく。

指標設定の考え方

分子：中学校管理経費　　　　　　　分母：全中学校生徒数 円

目標

事業の目的の成果を測る指標

生徒一人あたりの管理経費

H17

2,135 2,300

11,000 9,000 10,000

2,160 2,160 2,160

21,606

1,960 2,000
36,210

236
35,794 38,460

20,539 22,000
1,208

目標値

校

H17 H18 H19
実績値

12 12 12

12,440
12,388

単位

Ｂ

総合評価
4
1
4

有効性
達成度

個性を伸ばし、夢を追い求められる教育を進める

０１
１０
０３
０１

会計
款
項
目

一般会計
教育費
中学校費
学校管理費

名            称コードコード 名               称

1.5万

12,388

H18（目標）

目標

H19（目標）

36,210 35,794 38,460

２２－９６７５塚脇　逸子 連絡先


